
平
成
二
十
四
年
五
月
十
八
日
提
出

質

問

第

二

五

三

号

環
境
省
の
「
沿
岸
市
町
村
の
災
害
廃
棄
物
処
理
の
進
捗
状
況
」
の
更
新
間
隔
の
延
長
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

橘

慶

一

郎
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環
境
省
の
「
沿
岸
市
町
村
の
災
害
廃
棄
物
処
理
の
進
捗
状
況
」
の
更
新
間
隔
の
延
長
に
関
す
る
質
問
主
意
書

環
境
省
は
、
昨
年
五
月
下
旬
よ
り
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
沿
岸
市
町
村
の
災
害
廃
棄
物
処
理
の
進
捗
状
況
を
概
ね
週

一
回
取
り
ま
と
め
、
発
表
し
て
き
た
が
、
本
年
五
月
七
日
の
発
表
以
降
、
更
新
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、

本
年
四
月
二
十
七
日
の
環
境
大
臣
記
者
会
見
を
踏
ま
え
、
月
一
回
の
更
新
に
切
り
替
え
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
沿

岸
市
町
村
の
災
害
廃
棄
物
の
処
理
は
他
の
都
道
府
県
に
も
広
域
処
理
を
依
頼
す
る
な
ど
、
内
閣
と
し
て
も
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
い
る
重
要
課
題
で
あ
り
、
国
民
へ
の
情
報
提
供
の
点
で
は
工
夫
の
余
地
が
あ
る
も
の
と
思
料
す
る
。
つ
い
て
は
、
以
下
五

項
目
に
わ
た
り
質
問
す
る
。

一

「
沿
岸
市
町
村
の
災
害
廃
棄
物
処
理
の
進
捗
状
況
」
の
更
新
間
隔
を
概
ね
一
週
間
か
ら
一
か
月
に
延
長
す
る
理
由
を
伺

う
。

二

一
の
方
針
に
つ
い
て
、
本
日
正
午
現
在
、
環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
大
臣
会
見
（
四
月
二
十
七
日
）
も
含
め
、
何

ら
告
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
告
知
し
な
い
理
由
を
伺
う
。

三

環
境
省
よ
り
い
た
だ
い
た
四
月
二
十
七
日
大
臣
会
見
録
要
旨
で
は
、
『
災
害
廃
棄
物
の
進
捗
の
量
が
鈍
化
し
て
い
る
の

で
・
・
・
』
『
進
捗
の
鈍
化
に
数
字
上
見
え
て
し
ま
っ
て
い
る
・
・
・
』
と
あ
る
が
、
鈍
化
と
国
民
へ
の
情
報
提
供
と
の
因

一



果
関
係
を
伺
う
。

四

災
害
廃
棄
物
の
全
体
量
・
処
理
量
の
把
握
に
つ
い
て
、
関
係
市
町
村
か
ら
月
に
一
度
の
報
告
と
の
ご
相
談
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
そ
の
調
査
が
月
中
の
市
町
村
も
あ
れ
ば
、
月
末
の
市
町
村
も
あ
る
と
推
察
す
る
。
従
っ
て
、
関
係
市
町
村
の
ご
尽
力

を
考
え
る
と
き
、
更
新
期
間
は
せ
め
て
二
週
間
お
き
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
野
田
内
閣
の
見
解
を
伺
う
。

五

内
閣
と
し
て
力
を
入
れ
る
広
域
処
理
の
進
展
に
つ
い
て
は
、
量
的
な
把
握
と
は
別
に
、
情
報
提
供
に
関
し
て
は
適
宜
事
実

関
係
を
公
表
し
て
は
と
思
う
が
、
野
田
内
閣
の
見
解
を
伺
う
。

右
質
問
す
る
。

二


